
「和歌山県洋上風力発電に係る
ゾーニング検討会」

【第1回検討会】
ゾーニングの事業計画と検討の進め方について

和歌山県 商工観光労働部
企業政策局 産業技術政策課

資料４



１.背景・目的

✓ 和歌山県は、陸上・洋上問わず風況が良く、風力発電の適地が多い。
✓ 最近、洋上風力発電を計画する事業者から県への相談が寄せられるようになっている。
✓ 太陽光発電や陸上風力発電の開発に際し、地域住民との間で摩擦が生じる事例が増加。極端なケースで
は、立地反対運動が起こっているところもある。

◇背景

◇目的
✓ 近年相談が増加している洋上風力発電について、あらかじめ事業可能性のある海域において、自然環境
保護の観点からゾーニングを行うことで、洋上風力発電の適正な立地が実現するよう促していく。

⇒ 由良町から串本町まで、離岸距離30kmまで、徳島県との中間線の範囲内でゾーニングを実施
※ 本ゾーニング事業においては、隣接府県との中間線までをゾーニング範囲とします。

出典：NEDO NeoWins 出典：NEDO NeoWins 出典：環境省アセスメントデータベース



２.検討体制

検討会

【委員】
自然環境、騒音、鳥類、
陸上・海棲生物、景観、
風力発電などを御専門と
する有識者の方々

【オブザーバー】
環境省
経済産業省
国土交通省
（海上保安庁を含む）
ゾーニング範囲の市町
関係団体 などの関係
機関の皆様

【関係課室】
環境生活総務課
自然環境室
環境管理課
観光振興課
資源管理課
都市政策課
港湾空港振興課
文化遺産課

検討会 和歌山県
関係課室

意見

ゾーニング
マップ案の提示

産業技術政策課
（委託先：国際航業）

事務局

意見



年度

①ゾーニングを行う上で必要となる項目と収集する情報の選定

④二次ゾーニング手法の検討
・ヒアリング先・内容の選定 ・景観眺望調査の計画

⑤景観眺望調査、有識者･関係者ヒアリングを踏まえたゾーニング
の実施、二次ゾーニングマップ（案）の作成(４月～７月）

⑥パブリックコメントの実施（8月頃）

⑦パブリックコメントを反映したゾーニングマップ（案）の作成

⑧ゾーニングマップの完成・公表（9月頃）

第３回検討会（7月頃）
・⑤のゾーニングマップ（案）について検討

第４回検討会（９月頃）
・⑦のゾーニングマップ（案）について検討

検討会の流れ 実施項目

ゾーニングマップ
の完成・公表

到達目標

一次ゾーニング
マップ（既存情
報を収集しマッ
プ化したもの）
の作成

更なる検討、追
加の現地調査

等

３.ゾーニング事業のスケジュールと検討の進め方
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第１回検討会(2月19日)
・①について検討
・事業スケジュールの検討
・洋上風力発電についての講演

第２回検討会（3月上旬）
・③の一次ゾーニングマップ（案）について検
討
・④について検討

②既存資料の収集

③一次ゾーニングマップ（案）の作成
・エリア設定の考え方、条件の整理

⑨事業者等に対するゾーニングマップの説明会、県民等に対する
洋上風力発電の啓発フォーラムの実施（９月頃）

・自然環境を保全するための具体的な措置や、自然環境と調和しつつ推進する風力発電事業の在り方等につい
ての更なる検討を実施
・ゾーニングマップ公表までに積み残した課題があった場合には、追加調査等を実施し、ゾーニングマップへの反映を
目指す



洋上風力発電事業についての
その他の課題についての検討

ゾーニングマップの作成

４．今後の取組（全体像）

フェーズ１

フェーズ2

フェーズ3

公
募
？

具体的な事業化に向けた議論

本検討会において、まずは自然環境の観点からゾーニングを行うこととする（フェーズ１）が、地域と洋上風
力発電のかかわりは、自然環境という観点のみから評価することはできない。
そのため、実際にプロジェクトに関心を有する民間事業者の動向を注視しつつ、必要に応じて地域経済への
影響や、海域の先行利用者との関係など自然環境以外の観点からも洋上風力発電事業の評価を実施し
ていく（フェーズ２）。
その上で、真に地域にとって有意義なプロジェクトの実現が可能であると判断できた場合には、公募などの手
段を通じて選定した民間事業者とともに、プロジェクトの実現に向けた検討を行っていく（フェーズ３）。


